
2012年及び2013年に公表された世界保健機関（WHO）の報告書や原子放射線の
影響に関する国連科学委員会（UNSCEAR）2013年報告書ではともに線量評価の基
礎となるデータの不確かさに起因する、被ばく線量評価結果の不確かさがあることが
述べられていましたが、UNSCEAR2020年/2021年報告書では、より広範囲な知見
が利用可能となったために数多くの問題についてより不確かさの少ない結論が示され
ています。
UNSCEARの2020年/2021年報告書では、2019年末までに公表された東京電力
福島第一原子力発電所の事故による放射線被ばくのレベルと影響に関連する全ての科
学情報をとりまとめ、2013年報告書の知見と結論に及ぼす影響を評価しています。
UNSCEAR2020年/2021年報告書では、2013年報告書の公表以降に明らかとなっ

た被ばく線量評価に関する新たな知見等に基づき、事故後の放射線被ばくのレベルと
影響について、改善され、より現実的な評価を実施できるようになりました。新たな
知見に基づき見直された公衆の線量が2013年報告書と比較して減少または同程度で
あることを踏まえ、「放射線被ばくが直接の原因となるような将来的な健康影響は検
出できそうにない」と結論づけられています。また、福島県「県民健康調査」の甲状
腺検査で見つかった多数のがんについては、「放射線被ばくの影響ではなく、高感度
の超音波検診法の適用がもたらした結果である」と評価しています。さらに、「一般
公衆の間で放射線被ばくが関係している先天性異常、死産、早産が過剰に発生したと
いう確かなエビデンスはない」としています。
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